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1 動機（経緯） 県内の子ども達に食農教育・金銭教育などに関する理解促進を図ること、また、ＪＡバン

ク福井県が地域の子ども達や住民の豊かな生活づくりに貢献していることを県内一円に

幅広くＰＲすることを目的として開催しました。 

2 概要 11月 17日に「福井県ＪＡバンクｐｒｅｓｅｎｔｓ中学生アグリクイズ選手権」を開催し

ました。このイベントは、福井県内在住の中学生（2人 1組）を対象に、食農・金銭教育

に関連した勝ち抜きクイズ大会です。内容は、集まった中学生に対し○×クイズで予選を

行い、勝ち抜いた 8 組 16 名が本選へ出場。本選ではペアを分けて、Ａさんがお米をキッ

チンにある道具を使って量り、より 1升に近いペアのＢさんから回答権を得るというクイ

ズで決勝に進む 4組を決定しました。今年は、敗者復活戦を行い、本選を勝ち抜いた 4組

と敗者復活戦を勝ち抜いた 1組の計 5組で決勝戦を行い、優勝チームを決定するものです。 

3 成果（効果） イベントでは、ペアで相談しながらクイズの答えを考える様子が見られ、正解したときは、

ハイタッチをして喜び、不正解の時は声をかけて励まし合うなど、ペアの絆をさらに深め

ていました。イベント終了後には、「答えられない問題があり悔しかったけど、楽しかっ

た。次も頑張りたい。」との感想がありました。 

食農・金銭教育といった難しく思われるテーマでも、クイズというどの年代でも親しむこ

とができる形で学習できたと思われます。また、イベント内容を撮影してテレビ番組とし

て放送し、県内の方々にも福井県ＪＡバンクの食農教育への取組みをＰＲすることができ

ました。 

4 今後の予定

（課題） 

今後実施する企画については未定でありますが、“農業”の魅力を伝える場を提供できる

よう検討中です。 

【福井県ＪＡバンク食農教育応援事業≪中学生アグリ・クイズ選手権≫】 


